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伝
統
的
な
『
大
日
経
』
研
究
と
は
何
か

―
本
宗
に
お
け
る
『
大
日
経
』
講
伝
開
筵
に
向
け
て
―山

本

隆

信

は
じ
め
に

　

真
言
宗
の
教
え
を
伝
承
す
る
に
あ
た
り
、
講
義
・
講
伝
・
伝
授
と
い
う
形
式
が
あ
る
。
教
相
は
講
義
、
事
相
は
伝
授
、
事
相
・
教

相
に
わ
た
る
も
の
を
講
伝
と
い
う
。
講
義
は
誰
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
伝
授
と
講
伝
は
入
壇
済
み
の
者
（
伝
法
灌
頂
経
験

者
）
の
み
受
け
る
こ
と
が
で
き
る（
１
）。
古
来
よ
り
『
大
日
経
』
の
学
修
は
、『
大
日
経
疏
』
に
基
づ
き
、
経
の
み
を
教
授
す
る
こ
と
は

な
い
。
以
下
に
図
示
す
る
よ
う
に
『
大
日
経
疏
』
の
『
大
日
経
口
疏
』（「
住
心
品
」）
部
分
を
講
ず
る
こ
と
は
講
義
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

『
大
日
経
奥
疏
』（「
具
縁
品
」
以
降
）
を
講
ず
る
こ
と
は
講
伝
と
い
わ
れ
る
（
も
し
く
は
伝
授
と
も
さ
れ
る
が
こ
の
問
題
に
関
し
て

は
後
述
し
た
い
）。

講
義
（
教
相
）

講
伝
（
事
相
）

講
伝
（
教
相
・
事
相
）

『
大
日
経
口
疏
』

『
大
日
経
奥
疏
』

『
大
日
経
疏
』（『
大
日
経
口
疏
』
＋
『
大
日
経
奥
疏
』）
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伝
統
的
な
『
大
日
経
』
研
究
と
は
、『
大
日
経
疏
』
を
体
系
的
に
理
解
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
事
教
二
相
に
わ
た
る
講
伝
に

よ
っ
て
相
承
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
だ
が
本
宗
で
は
金
剛
宥
性
（
一
八
二
一

一
八
九
五
）
が
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
『
大
日
経
奥
疏
』

講
伝
を
開
筵
し
て
以
来
、
す
で
に
『
大
日
経
』
講
伝
が
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
真
言
宗
各
派
連
合
と
し
て
密
門
宥
範

（
一
八
四
三

一
九
二
〇
）
が
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
京
都
事
相
講
伝
所
で
開
筵
し
た
『
大
日
経
奥
疏
』
講
伝
に
は
、
御
室
・
土
宜
法
龍
（
一
八

五
五

一
九
二
三
）、
智
山
・
伊
藤
宗
盛
（
一
八
四
四

一
九
一
九
）
の
他
、
長
谷
宝
秀
（
一
八
六
九

一
九
四
八
）、
栂
尾
祥
雲
（
一
八
八
一

一
九
五
三
）、
高
井
観
海
（
一
八
八
五

一
九
五
三
）
等
一
百
余

名
の
名
だ
た
る
龍
象
が
列
席
し
、
往
時
の
隆
盛
が
偲
ば
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
す
で
に
一
世
紀
以
上
の
年
月
が
経
過
し
て
い
る（
２
）。
こ
う

し
た
年
月
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
は
、
事
教
二
相
に
通
達
し
た
良
師
を
得
る
の
が
困
難
で
あ
る
が
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
そ
も

そ
も
伝
統
教
学
な
る
も
の
が
近
現
代
以
降
の
学
制
成
立
に
よ
っ
て
廃
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
講
伝
を
授
け
る
任
に
堪
え
る
大
阿
闍

梨
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。

『
大
日
経
奥
疏
』
講
伝
は
お
ろ
か
、『
大
日
経
口
疏
』
講
義
で
さ
え
も
現
在
で
は
体
系
的
に
学
ぶ
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
。
伝
統
教

学
の
最
後
の
継
承
者
と
い
わ
れ
る
那
須
政
隆
（
一
八
九
四

一
九
八
七
）
は
『
大
日
経
疏
』
の
講
義
を
行
な
う
こ
と
の
困
難
さ
を
「
大
学
の
単
位
制

度
に
起
因
す
る
欠
陥（
３
）」
と
難
じ
て
い
る
。
所
依
の
経
論
の
学
習
が
宗
門
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
危
機
感
か
ら
、
昭
和
四
五
年
（
一

九
七
〇
）
十
月
に
別
院
真
福
寺
に
お
い
て
『
大
日
経
口
疏
』
講
義
を
行
な
い
、
つ
い
で
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
十
月
に
那
須
猊

下
が
『
金
剛
頂
経
』
講
伝
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
当
時
で
さ
え
、
す
で
に
『
大
日
経
口
疏
』
講
義
の
実
施
が
困
難
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、『
大
日
経
奥
疏
』
に
わ
た
る
講
伝
の
実
施
は
さ
ら
に
危
殆
に
瀕
し
て
お
り
、
現
在
で
は
不
可
能
と
さ
え
い
え
る
状
況

に
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
大
日
経
』
講
伝
（
す
な
わ
ち
『
大
日
経
疏
』
全
巻
に
わ
た
る
総
合
的
な
講
伝
）
に
関
し
て
、
そ
の
相
承
に
あ
た
っ

て
必
要
と
さ
れ
る
前
提
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
現
代
に
お
い
て
講
伝
の
実
施
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
時
代
に
即
し
た
講
伝
の
あ
り
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方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
提
言
し
て
み
た
い
。

『
大
日
経
疏
』
注
釈
書
著
述
の
伝
統

『
大
日
経
疏
』
注
釈
書
と
し
て
最
も
古
い
と
さ
れ
る
の
は
、
大
師
口
実
慧
記
『
遮
那
経
王
疏
伝
』
八
巻（
４
）で

あ
る（
５
）。

実
慧
に
次
い
で
古

い
の
が
観
賢
（
八
五
三

九
二
五
）『
大
日
経
疏
鈔
』
四
巻
で
あ
り
、
こ
の
書
か
ら
頼
瑜
は
加
持
身
教
主
説
を
引
証
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。『
大

日
経
疏
』
は
真
言
宗
所
依
の
経
論
で
あ
る
か
ら
、
弘
法
大
師
空
海
の
頃
よ
り
研
鑽
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
大

日
経
疏
』
を
体
系
的
に
教
授
す
る
伝
統
は
古
来
よ
り
確
立
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
杲
宝
（
一
三
〇
六

一
三
六
二
）
の
『
東
宝
記
』
は
東

寺
の
旧
記
に
関
し
て
仏
・
法
・
僧
の
三
編
に
分
け
て
記
し
た
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
「
法
宝
」
の
篇
で
、
伝
法
・
結
縁
灌
頂
、
御
影

供
、
安
居
講
、
諸
堂
法
会
（
年
中
行
事
）、
講
説
、
安
置
聖
教
等
の
様
々
な
法
務
条
項
を
列
挙
す
る
。
そ
の
な
か
、
講
説
の
「
伝
法
会
」

の
条
に
お
い
て
、『
大
日
経
』、『
金
剛
頂
経
』、『
蘇
悉
地
経
』、『
菩
提
心
論
』
等
の
宗
学
は
「
未
だ
講
演
有
る
こ
と
な
し
」
と
言
及

し
て
お
り
、
諸
寺
院
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
伝
法
の
料
を
ま
か
な
っ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る（
６
）。
宥
快
（
一
三
四
五

一
四
一
六
）
も
『
大
日
経
疏

伝
授
鈔
』
に
お
い
て
、「
大
師
已
来
、
之
れ
を
伝
受
し
来
た
る
事
は
勿
論
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
形か
た

の
如
く
之
れ
を
伝
え
て
、
広
く

流
布
す
る
こ
と
無
し（
７
）」

と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
杲
宝
も
宥
快
も
『
大
日
経
疏
』
を
体
系
的
な
形
と
し
て
講
伝
し
流
布
す
る
こ
と
を
「
講
説
」、「
講
演
」、「
伝
受
（
伝
授
）」

と
記
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
後
世
の
よ
う
に
「
講
伝
」
と
表
記
し
て
い
な
い（
８
）。
貝
谷
師
の
研
究
に
あ
る
よ
う
に
「
講
伝
」
と
い
う
語

の
表
記
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
「
お
そ
ら
く
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
こ
と（
９
）」
で
あ
る
。
そ
し
て
お
そ

ら
く
「
講
伝
」
と
い
う
形
式
が
一
般
化
し
た
の
は
、
江
戸
期
に
『
大
日
経
』
講
伝
で
一
世
を
風
靡
し
た
浄
厳
（
一
六
三
九

一
七
〇
二
）
以
降
か
と

思
わ
れ
る（

（（
（

。
本
論
文
で
は
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
『
大
日
経
疏
』
の
講
義
・
講
演
・
伝
授
と
は
実
質
「
講
伝
」
を
意
味
す
る
も
の
と
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し
て
、『
大
日
経
』・『
大
日
経
口
疏
』・『
大
日
経
奥
疏
』
の
相
承
を
す
べ
て
広
義
の
「
講
伝
」
と
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
『
大
日

経
口
疏
』
の
み
の
講
義
で
あ
れ
、
密
教
の
相
承
を
念
頭
に
お
い
て
、
し
か
る
べ
き
荘
厳
と
設
え
（
洒
水
・
道
場
観
・
血
脈
・
印
可
等
）

を
伴
え
ば
、
そ
れ
は
講
伝
と
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
杲
宝
や
宥
快
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
古
来
よ
り
基
本
的
な
密
教
聖
典
を
学
修
す
る
機
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院

の
裁
量
に
任
さ
れ
、
そ
れ
を
型
通
り
に
伝
え
る
こ
と
が
当
時
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
大
日
経
』・『
大

日
経
疏
』
を
型
通
り
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
広
く
流
通
し
一
般
に
通
用
す
る
『
大
日
経
疏
』
注
釈
書
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
を
制
定
し
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
講
義
・
伝
授
・
講
伝
と
い
っ
た
諸
形
式
に
よ
っ
て
相
承
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
ず
そ
の

前
提
作
業
と
し
て
、
そ
う
し
た
標
準
・
規
矩
を
作
る
必
要
が
あ
っ
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
テ
キ
ス
ト
の
文
献
学
的
な
作
業
（
本
文
・

解
釈
の
表
記
法
や
「
爛
脱
」
と
よ
ば
れ
る
誤
植
の
訂
正
法
）
が
講
伝
の
主
目
的
と
な
る
。
杲
宝
も
宥
快
も
共
に
東
寺
学
派
・
南
山
学

派
を
代
表
す
る
学
匠
と
し
て
『
大
日
経
疏
』
注
釈
書
を
著
述
す
る
こ
と
に
心
血
を
注
い
だ
希
代
の
学
匠
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
以
後
、

『
大
日
経
疏
』
注
釈
書
を
著
述
す
る
こ
と
が
各
派
の
学
匠
た
ち
の
裁
量
に
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
し
た
注
釈
書
を
も
と
に
し
て
『
大

日
経
疏
』
の
教
授
を
行
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
そ
う
し
た
『
大
日
経
疏
』
注
釈
書
を
著
述
す
る
伝
統
（
こ
れ
を
『
大
日
経
疏
』

教
学
と
し
て
お
き
た
い
）
は
、
す
で
に
実
慧
や
観
賢
の
頃
か
ら
あ
る
が
、
歴
史
的
に
確
か
な
体
系
的
資
料
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
済

暹
（
一
〇
二
五

一
一
一
五
）『
大
日
経
住
心
品
疏
私
記
』
一
六
巻
（
大
正
蔵
五
八
・
二
二
一
五
番
）
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
『
大

日
経
口
疏
』
の
注
釈
で
あ
り
、
し
か
も
完
本
で
は
な
く
第
一
巻
を
欠
き
、
必
ず
し
も
済
暹
の
『
大
日
経
疏
』
教
学
が
真
言
宗
内
で
し

っ
か
り
と
根
づ
い
て
い
た
と
は
言
い
が
た
く
、
平
安
期
に
お
い
て
は
『
大
日
経
疏
』
教
学
は
い
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

実
に
歴
史
的
に
確
固
と
し
た
文
献
と
し
て
現
れ
、
完
本
と
し
て
現
に
流
伝
し
て
い
る
『
大
日
経
疏
』
注
釈
書
は
、
頼
瑜
（
一
二
二
六
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一
三
〇
四
）『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
十
六
巻
（
大
正
蔵
五
九
・
二
二
一
七
番
）
で
あ
る
。
先
述
の
東
寺
の
杲
宝
や
高
野
の
宥
快
は
頼
瑜
よ
り

も
後
世
の
学
者
で
あ
っ
て
、
南
北
朝
期
に
下
っ
て
か
ら
も
な
お
『
大
日
経
疏
』
の
伝
授
・
講
演
は
一
般
に
流
布
し
て
い
な
か
っ
た
状

況
下
で
、
新
義
派
の
頼
瑜
が
『
大
日
経
口
疏
』
注
釈
書
を
著
し
て
お
り
、
東
寺
学
派
も
高
野
学
派
も
そ
れ
に
追
随
す
る
よ
う
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
『
大
日
経
疏
』
教
学
を
形
成
樹
立
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、『
大
日
経
疏
』
注
釈
書
を
著
述
す
る
伝
統
が
形
成
さ
れ
、

本
格
的
に
『
大
日
経
疏
』
教
学
が
体
系
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
古
義
・
新
義
の
区
別
が
明
確
化
し
て
か
ら
後
の
こ
と
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か（

（（
（

。

　

鎌
倉
期
に
お
け
る
真
言
宗
の
教
義
学
上
の
問
題
点
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
本
体
論
と
教
主
論
で
あ
っ
た
。
こ
の

論
に
つ
い
て
而
二
説
と
不
二
説
と
が
立
て
ら
れ
、
法
性
（
高
野
八
傑
の
一
人
、

？
一
二
四
五
）
の
学
系
を
而
二
門
説
、
道
範
（
高
野
八
傑

の
一
人
、
一
一
七
八

一
二
五
二
）
を
不
二
門
説
と
す
る
。
こ
れ
ら
金
剛
峰
寺
方
の
教
学
熱
の
高
ま
り
に
伴
い
、
伝
法
院
方
に
は
頼
瑜
が
出
て
不
二

説
を
主
と
し
て
加
持
身
説
を
提
唱
し
た
。
以
降
の
真
言
宗
の
教
義
学
は
、『
大
日
経
』
の
教
主
論
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
と
し
て
発

展
し
、
宗
祖
弘
法
大
師
の
見
解
（
宗
家
）
と
善
無
畏
『
大
日
経
疏
』
の
見
解
（
疏
家
）
と
の
見
解
を
対
蹠
的
に
把
捉
さ
せ
な
が
ら
展

開
し
て
い
く
。
そ
し
て
そ
の
流
れ
が
以
後
の
真
言
教
学
に
お
い
て
、
古
義
・
新
義
の
思
想
的
分
水
嶺
を
形
成
し
て
い
き
、
教
学
的
対

立
、
さ
ら
に
は
政
治
的
な
騒
擾
を
も
惹
き
起
こ
し
て
い
っ
た
。

　

と
り
わ
け
『
大
日
経
疏
』
教
学
に
お
い
て
『
大
日
経
口
疏
』
が
重
視
さ
れ
る
の
は
、
論
義
の
算
題
が
「
住
心
品
疏
」
に
集
中
し
て

説
か
れ
る
こ
と
に
大
き
な
理
由
が
あ
る
。
頼
瑜
の
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
も
毎
年
の
伝
法
会
に
あ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
講
義
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。『
大
日
経
口
疏
』
講
義
と
は
別
に
、
そ
も
そ
も
真
言
宗
内
で
『
大
日
経
奥
疏
』
講
伝
が
い
か
に
し
て
別
立
て
さ
れ
、

ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
、
い
つ
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
鎌
倉
期
頃
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の

の
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。『
大
日
経
奥
疏
』
注
釈
書
の
嚆
矢
は
、
高
野
八
傑
の
信
日
『
大
日
経
疏
勘
文
』（
三
十
巻
）、
及
び
信
堅
『
大
日
経
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疏
聞
書
』（
三
八
巻
）
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
頃
か
ら
各
学
派
の
学
匠
た
ち
は
自
製
の
『
大
日
経
奥
疏
』
注
釈
書
に
基
づ
き
つ

つ
講
伝
を
行
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
鎌
倉
時
代
の
自
性
上
人
我
宝
（
一
二
三
九

一
三
一
七
）
は
槙
尾
山
西
明
寺
の
学
匠
で
あ
る
が
、

各
地
に
招
か
れ
て
公
開
講
伝
（『
秘
蔵
記
』）
を
行
な
っ
て
い
る（

（（
（

。『
大
日
経
疏
』
教
学
は
、
こ
の
我
宝
の
所
伝
を
も
と
に
、
弟
子
の

頼
宝
（
一
二
七
九

一
三
三
〇
）
が
『
大
疏
勘
註
』
を
作
成
し
、
そ
れ
を
杲
宝
・
賢
宝
（
一
三
三
三

一
三
九
八
）
が
補
筆
し
、『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』
五
六
巻
（
大

正
蔵
五
九
・
二
二
一
六
番
）
と
な
っ
て
結
実
し
た（

（（
（

。
こ
れ
が
『
大
日
経
奥
疏
』
注
釈
書
中
で
最
も
権
威
あ
る
書
と
な
る（

（（
（

。『
大
日
経

疏
演
奥
鈔
』
は
杲
宝
撰
述
と
さ
れ
る
が
、
杲
宝
一
人
の
手
に
成
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
我
宝
の
伝
を
受
け
た
頼
宝
の
注
釈
を
基
盤
と

し
て
、
杲
宝
が
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
七
月
十
八
日
に
起
稿
し
て
、
賢
宝
が
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
五
月
五
日
に
稿
了
す
る
に

至
る
ま
で
四
十
二
年
の
星
霜
を
費
や
し
た
東
寺
三
宝
（
頼
宝
・
杲
宝
・
賢
宝
）
の
集
大
成
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
書
で
さ
え
も
『
大
日
経
疏
』
二
十
巻
中
、
第
三
巻
「
具
縁
品
」
か
ら
第
十
七
巻
之
余
「
持
明
禁
戒
品
第
十
五
」
ま

で
の
注
釈
で
あ
り
、「
阿
闍
梨
真
実
智
品
第
十
六
」
以
下
「
嘱
累
品
第
三
十
一
」
ま
で
の
十
六
品
を
注
釈
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

『
大
日
経
奥
疏
』
全
体
に
わ
た
っ
た
体
系
的
な
理
解
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』
以
降
の
『
大
日
経

奥
疏
』
注
釈
書
と
し
て
主
な
る
も
の
を
挙
げ
て
み
て
も
、『
大
日
経
口
疏
』
注
釈
書
に
く
ら
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

『
大
日
経
疏
義
述
』
三
十
巻
（『
真
言
宗
全
書
』
三
・
四
巻
所
収
）、『
大
日
経
疏
妙
印
鈔
』
八
十
巻
（
大
正
蔵
五
八
巻
所
収
）、『
大
日

経
疏
演
奥
鈔
』
六
十
巻
（
版
本
五
六
巻
、
大
正
蔵
五
九
巻
所
収
）
は
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
多
く
は
写
本
と
し
て
残
る
稀

覯
書
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

『
大
日
経
奥
疏
』
の
注
釈
書
類

　

著
者	

（
生
存
年
代
）	

著
書	

成
立

　

信
日	

（

？
一
三
〇
七
）	

『
大
日
経
疏
勘
文
』
三
十
巻	

不
明
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信
堅	

（
一
二
五
九

一
三
二
二
）	

『
大
日
経
疏
聞
書
』
三
八
巻	

一
二
八
八
年
―

　

宥
祥	

（ 

？

～

一
三
二
七
）	

『
大
日
経
疏
義
述
』
三
十
巻	

一
三
二
二
年（

（（
（

　

宥
範	
（
一
二
七
〇

一
三
五
二
）	

『
大
日
経
疏
妙
印
鈔
』
八
十
巻	

一
三
〇
八
年
―

一
三
三
〇
年

　

杲
宝	
（
一
三
〇
六

一
三
六
二
）	

『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』
六
十
巻	

一
三
五
六
年
―

　

宥
快	

（
一
三
四
五

一
四
一
六
）	

『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』
十
八
巻	

一
四
一
四
年

　

亮
元	

（
一
六
三
一

一
七
〇
六
）	

『
大
日
経
疏
蒿
測
鈔
』
六
五
巻（

（（
（

	

一
六
九
七
年

　

曇
寂	

（
一
六
七
四

一
七
四
二
）	
『
大
日
経
疏
私
記
』
八
五
巻（

（（
（

	

一
七
三
一
年

　

隆
瑜	

（
一
七
七
三

一
八
五
〇
）	
『
大
日
経
疏
拾
要
記
』
五
二
巻（

（（
（

	

一
八
四
一
年

　

右
記
は
い
ず
れ
も
入
手
困
難
で
あ
る
と
と
も
に
、
あ
ま
り
に
浩
瀚
す
ぎ
、
通
覧
す
る
の
も
困
難
で
あ
っ
て
、『
大
日
経
疏
』
教
学

を
体
系
的
に
理
解
す
る
に
は
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。『
大
日
経
奥
疏
』
注
釈
書
類
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
輩
出
さ
れ

た
学
匠
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
後
述
す
る
よ
う
に
相
承
系
譜
が
あ
る
に
は
あ
る
の
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は

学
匠
独
自
の
意
匠
に
任
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。『
大
日
経
疏
』
教
学
が
い
か
に
相
承
さ
れ
、
注
釈
書
が
ど
の
よ
う
な
影
響
関

係
に
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
注
釈
書
を
も
と
に
し
て
型
通
り
に
講
伝
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
の
記
録
が
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
な
い

の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
講
伝
に
は
作
法
が
あ
り
、
お
よ
そ
十
日
を
ワ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
何
期
か
に
分
け
て
講

じ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
写
本
の
欄
外
注
記
等
に
講
伝
の
日
数
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。
講
伝
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
そ
の
注
釈
書
を
下
敷
き
と
し
て
『
大
日
経
』
講
伝
が
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
そ
う
し
た
写

本
情
報
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
な
か
に
は
講
伝
が
行
な
わ
れ
た
形
跡
を
残
す
写
本
も
存
在
す
る
が（

（（
（

、
詳
細
は
さ
ら
な
る
研
究

を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
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『
大
日
経
』
講
伝
の
相
承
系
譜

　

宥
快
『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』
に
よ
れ
ば
、『
大
日
経
』
講
伝
（
伝
授
）
を
始
め
た
の
は
鎌
倉
期
の
学
僧
宥
祥
（

？
一
三
二
七
）
で
あ
る

と
さ
れ
、
そ
も
そ
も
そ
の
淵
源
は
安
祥
寺
流
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

―
「
此
の
人
（
宥
祥
）『
大
日
経
疏
』
を

鑽
仰
し
て
世
に
流
布
す
。
都と

鄙ひ

『
疏
』
の
伝
授
、
多
分
は
此
の
上
人
の
下
よ
り
之
れ
を
伝
う
。
疏
相
伝
の
濫
觴
を
尋
ぬ
れ
ば
、
小
野

安
祥
寺
の
流
よ
り
出
で
た
り
。（

（（
（

」

―
宥
祥
は
、
伊
豆
走
湯
山
遍
照
院
に
住
し
て
、
妙
浄
上
人
と
呼
ば
れ
、
道
号
を
不
二
、
金
剛
号

は
清
浄
金
剛
と
い
う
。
延
暦
寺
・
金
剛
峯
寺
に
も
住
し
て
、
天
台
・
真
言
宗
を
兼
学
し
た
。
安
祥
寺
流
は
宗そ
う

意い

（
一
〇
七
四

一
一
四
八
）
―
実じ
つ

厳げ
ん

（

？
一
一
八
五
）
―
実じ
つ

円え
ん

―
理
海
・
全
考
―
宥
祥
と
相
伝
し
、
宥
祥
は
関
東
各
地
で
『
大
日
経
』
講
伝
を
行
な
っ
た
。
そ
の
風
聞
が
京
都

に
も
伝
わ
り
、
東
寺
の
学
頭
頼
宝
が
後
宇
多
法
王
（
大
覚
寺
殿
一
二
六
七

一
三
二
四
）
の
院
宣
を
請
い
て
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
に
宥
祥
を
京

都
に
招
聘
し
て
『
大
日
経
』
講
伝
が
開
筵
さ
れ
た
。
そ
の
院
宣
（
勅
定
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

―
「
世
に
絶
し
て
久
し
き
『
大

日
経
疏
』
相
承
の
由
、
其
の
聞
こ
え
有
り
。
尤
も
神
妙
な
り
。
抄
物
を
認
め
て
本
所
の
御
経
蔵
に
納
め
ら
る
べ
し
云
（々
（（
（

」

―
こ
の

招
請
に
応
じ
て
、
こ
の
と
き
の
講
伝
を
も
と
に
『
大
日
経
疏
義
述
』（『
浄
不
二
鈔
』
三
十
巻
）
が
著
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
当
時
は
「
世

に
絶
し
て
久
し
き
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
高
野
も
東
寺
も
『
大
日
経
』
講
伝
を
行
な
い
得
る
学
匠
が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。
そ
の
後
も
宥
祥
は
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
六
月
に
下
野
国
衣
寺
で
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
に
武
蔵
国
廣
田
寺
で
、

正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
に
伊
豆
走
湯
山
で
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
六
）
に
鎌
倉
理
智
光
寺
で
講
伝
を
開
筵
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　

宥
祥
は
各
地
で
講
伝
を
行
な
っ
た
の
で
多
く
の
弟
子
が
あ
り
「
伊
豆
方（

（（
（

」
と
い
う
法
流
を
形
成
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
相
承
の

本
流
は
、
写
瓶
の
栄
智
上
人
宥
舜皇
を
介
し
て
宥
快
に
相
伝
し
た
。
宥
快
は
高
野
山
宝
性
院
門
主
と
な
り
、
安
祥
寺
流
の
正
嫡
と
な
っ
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た
南
山
教
学
の
大
成
者
で
あ
る
。
高
野
山
の
事
教
二
相
の
法
流
は
、
多
く
宥
快
に
拠
る
。『
大
日
経
疏
』
の
相
承
も
安
祥
寺
流
に
発

し
て
、
宥
快
に
至
り
、
さ
ら
に
そ
の
系
譜
は
江
戸
期
に
及
ん
で
新
安
祥
寺
流
を
樹
て
た
浄
厳
（
江
戸
霊
雲
寺
開
基
一
六
三
九

一
七
〇
二
）
へ
と
伝

わ
っ
た
。
浄
厳
の
門
下
の
慧
曦
（
江
戸
霊
雲
寺
第
三
世
一
六
七
九

一
七
四
七
）
が
著
し
た
『
大
疏
伝
授
私
記
』
に
は
、
中
性
院
流
と
安
祥
寺
流
の

二
系
統
の
『
大
日
経
』
講
伝
の
相
承
系
譜
を
伝
え
る（

（（
（

。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

中
院
流
の
相
承
系
譜
の
一
例
（
慧
曦
は
こ
の
他
に
四
つ
の
系
譜
を
伝
え
る
）

　

明
算
―
良
禅
―
兼
賢
―
理
賢
―
覚
基
―
観
心
―
慧
深
―
信
日
―
玄
海
―
快
成
―
信
弘
―
宥
快

　

安
祥
寺
流
の
伝
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

範
俊
―
厳
覚
―
宗
意
―
実
厳
―
実
円
―
理
海
・
全
考
―
妙
浄
（
宥
祥
）
―
源
暹
―
宥
範
―
良
宥
―
宥
舜皇
―
宥
快

　

さ
ら
に
宥
快
か
ら
浄
厳
に
至
る
血
脈
は
、
中
院
流
・
安
祥
寺
流
と
も
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

　

宥
快
―
成
雄
―
快
尊
―
良
雄
―
什
遍
―
厳
雅
―
快
旻
―
宥
智
―
朝
意
―
道
意
―
良
意
―
浄
厳

　

宥
快
以
後
、『
大
日
経
』
講
伝
を
世
に
流
布
し
た
最
大
の
貢
献
者
は
浄
厳
と
そ
の
弟
子
の
慧
光
（
江
戸
霊
雲
寺
第
二
世
一
六
六
六

一
七
三
四
）

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
近
代
の
大
阿
闍
梨
で
あ
る
密
門
宥
範
（
一
八
四
三

一
九
二
〇
）
は
浄
厳
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

―
「『
奥
ノ
疏
』

伝
授
に
於
い
て
は
、
浄
厳
師
の
功
尤
も
大
な
り
。
故
に
古
来
の
講
伝
、
皆
な
師
の
御
手
入
本
を
用
い
、
許
可
も
亦
た
安
流
に
依
る（

（（
（

」

―
こ
の
よ
う
に
『
大
日
経
』
講
伝
の
相
承
系
譜
は
大
き
く
は
宥
祥
か
ら
宥
快
、
そ
し
て
浄
厳
へ
と
伝
わ
り
、「
近
来
、『
奥
ノ
疏
』

講
伝
は
浄
厳
和
尚
を
以
て
本
と
す
」
と
さ
れ
る
。

　

智
山
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
大
日
経
』
講
伝
に
関
す
る
資
料
中
に
も
、
浄
厳
の
『
大
日
経
』
講
伝
の
記
録
が
存
す
る
。
智
山
の
学

匠
も
ま
た
浄
厳
お
よ
び
そ
の
弟
子
の
慧
光
か
ら
講
伝
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
記
録
の
奥
書
か
ら
、
講
伝
が
開
催
さ
れ
た
年
次
・
席
等

が
わ
か
る
。
江
戸
期
以
降
の
『
大
日
経
』
講
伝
の
資
料
に
つ
い
て
、
管
見
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
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元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
浄
厳
『
大
日
経
奥
疏
口
伝
浄
厳
和
上
伝
授
』
霊
雲
寺
、
七
八
席（

（（
（

　

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
浄
厳
『
大
日
経
持
明
禁
戒
品
中
六
月
成
就
秘
訣
』
霊
雲
寺（

（（
（

　

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）	

慧
光
『
第
三
之
大
事
伝
授
聞
書
』
二
月
十
七
日
か
ら
享
保
六
年
五
月
十
四
日
、
二
〇
八
席（

（（
（

　

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）	

曇
寂
『
大
日
経
疏
私
記
』
四
月
十
日
か
ら
六
月
十
一
日
、
六
〇
座（

（（
（

　

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）	

弘
道
『
大
日
経
疏
伝
燈
記
』『
大
日
経
口
疏
』
講
義（

（（
（

　

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）	

大
阿
浄
空
（
智
山
第
二
十
世
一
六
九
三

一
七
七
五
）・
浄
光
（
智
山
第
二
十
六
世
一
七
二
九

一
八
〇
三
）
記
『
大
日
経
奥
疏
聴

要
記（

（（
（

』
二
月
十
六
日
か
ら
七
月
七
日（

（（
（

　

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）	
浄
空
『
大
日
経
口
疏
』
講
義
、
六
月
十
二
日
か
ら
九
月
九
日（

（（
（

　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）	
動
潮
『
大
日
経
奥
疏
聞
書（

（（
（

』

　

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）	

海
応
『
大
日
経
奥
疏
分
科
』
一
二
二
会（

（（
（

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）	

『
大
日
経
住
心
品
疏
講
筵
録
』
三
五
席（

（（
（

　

こ
う
し
た
記
録
類
を
参
照
す
る
か
ぎ
り
、
浄
厳
以
降
、
智
山
に
お
い
て
も
『
大
日
経
』
講
伝
の
相
承
が
細
々
と
で
あ
る
が
行
な
わ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
江
戸
期
に
お
け
る
『
大
日
経
』
講
伝
の
実
態
が
わ
か

る
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
資
料
が
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

『
大
日
経
奥
疏
』
講
伝
の
作
法
と
内
容

　

次
に
『
大
日
経
』
講
伝
を
実
施
す
る
に
際
し
て
の
具
体
的
な
諸
問
題
を
見
て
お
き
た
い
。
一
つ
に
は
講
伝
に
お
い
て
相
承
さ
れ
る

口
伝
の
内
容
、
さ
ら
に
講
伝
に
要
す
る
日
数
、
そ
し
て
講
伝
の
設
え
等
を
順
次
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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①
　
口
伝
に
つ
い
て

『
大
日
経
奥
疏
』
講
伝
に
お
け
る
伝
授
の
仕
方
・
作
法
に
つ
い
て
、
十
二
種
の
名
目
を
た
て
る
。
こ
れ
を
「
十
二
口
伝
」
と
い
う（

（（
（

。

伊
豆
方
相
伝
と
高
野
方
相
伝
と
で
異
な
る
と
さ
れ
、
宥
快
が
両
伝
を
和
会
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
講
伝
の
作
法
・
様
式
は
、
そ

も
そ
も
宥
範
『
大
日
経
疏
妙
印
鈔
』
と
杲
宝
『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』
に
お
い
て
頻
出
す
る
か
ら
、
宥
快
以
前
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
宥
快
『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』
に
は
「
十
二
口
伝
は
妙
浄
上
人
製
作
の
『
玄
記
抄
』
の
奥
に
之
れ
を
載
す（

（（
（

」
と
あ
る
。

十
二
と
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

⑴　

未
会
…
未
再
治
。「
い
ま
だ
あ
つ
め
ず
」
と
訓
ず
る
。
未
校
訂
の
部
分
の
意
。『
大
日
経
』
が
漢
訳
さ
れ
た
際
に
「
住
心
品
」、「
具

縁
品
」、「
世
間
成
就
品
」、「
悉
地
出
現
品
」
の
四
品
を
校
訂
し
終
え
た
段
階
で
『
大
日
経
疏
』
の
注
釈
が
開
始
さ
れ
、

そ
の
後
に
『
大
日
経
』
全
文
を
校
訂
し
た
と
さ
れ
る
。『
大
日
経
疏
』
の
大
部
分
が
未
校
訂
の
ま
ま
一
行
禅
師
が
没
し
、

そ
の
後
に
智
儼
・
温
古
が
『
大
日
経
義
釈
』
を
校
訂
し
た
。

⑵　

治
定
…
再
治
。
校
訂
済
み
の
部
分
の
意
。

⑶　

惣
牒
…
一
段
の
経
文
を
す
べ
て
記
す
（
牒
す
る
）
こ
と
を
い
う
。

⑷　

別
牒
…
経
文
の
一
文
・
一
句
を
個
別
に
記
す
こ
と
を
い
う
。

⑸　

引
牒
…
注
釈
を
提
示
し
た
後
に
経
文
を
引
証
す
る
こ
と
を
い
う
。

⑹　

校
牒
…
経
文
と
注
釈
中
に
引
用
さ
れ
る
経
文
と
を
校
合
し
て
見
る
こ
と
を
い
う
。

⑺　

取
意
…
経
文
の
意
を
取
っ
て
注
釈
す
る
こ
と
を
い
う
。

⑻　

語
略
…
経
文
を
省
略
し
て
提
示
す
る
こ
と
。
前
半
の
句
を
略
す
る
こ
と
を
前
略
、
後
半
の
句
を
略
す
る
こ
と
を
後
略
と
い
う
。

⑼　

爛
脱
…
錯
乱
離
脱
の
意
で
、
慢
法
の
者
が
理
解
で
き
な
い
よ
う
に
、
あ
え
て
経
文
の
意
味
を
混
乱
さ
せ
て
通
じ
に
く
く
さ
せ
、
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師
よ
り
伝
授
を
受
け
な
け
れ
ば
文
意
を
理
解
で
き
な
く
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

⑽　

廻
文
…
経
文
の
順
序
が
前
後
す
る
こ
と
。
上
の
文
を
下
に
廻
し
た
り
、
下
の
文
を
上
に
廻
し
た
り
す
る
こ
と
。

⑾　

向
上
…
注
釈
を
し
て
か
ら
経
文
を
引
く
こ
と
。

⑿　

向
下
…
経
文
を
引
い
て
か
ら
注
釈
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
「
十
二
口
伝
」
は
、
秘
密
の
奥
義
を
伝
授
す
る
と
い
う
意
味
で
の
「
口
伝
」
と
い
う
よ
り
は
、『
大
日
経
疏
』
に
お
け
る
『
大

日
経
』
本
文
の
引
用
法
、
注
釈
の
表
記
法
、
い
わ
ゆ
る
誤
植
と
言
っ
て
も
よ
い
「
爛
脱
」
の
訂
正
法
と
い
っ
た
統シ
ン
タ
ク
ス

語
法
を
示
し
た
も

の
に
他
な
ら
な
い
。『
大
日
経
疏
』
を
正
確
に
読
解
す
る
た
め
の
文
献
考
証
が
す
な
わ
ち
口
伝
な
の
で
あ
る
。
応
永
二
五
年
（
一
四

一
八
）
に
著
さ
れ
た
『
大
日
経
奥
疏
由
来
』
と
い
う
書
に
は
、「
此
の
『
疏
』
を
読
み
伝
う
る
事
を
ば
、
十
二
口
伝
を
以
て
之
れ
を

習
う
な
り
。
若
し
口
伝
無
く
ば
、
経
文
と
梵
語
漢
語
誤
り
易
し
な
り（

（（
（

」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
献
学
が
『
大
日
経
』
お
よ
び

『
大
日
経
疏
』
の
読
解
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
理
由
は
、
善
無
畏
・
一
行
が
漢
訳
の
際
に
依
用
し
た
梵
本
に
起
因
す
る
問
題
、
さ
ら

に
『
大
日
経
疏
』
の
校
訂
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
天
台
宗
が
『
大
日
経
義
釈
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
等
の
、
テ
キ
ス
ト
の
基

本
的
性
格
に
由
来
す
る
諸
問
題
か
ら
派
生
し
て
き
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て
も
な
お
そ
の
文
献
学
的
作
業
は
完
遂
し
て
い
な
い
。
と

り
わ
け
「
十
二
口
伝
」
中
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、「
爛
脱
」
の
処
理
で
あ
っ
て
、「
経
疏
伝
授
相
承
の
深
旨
は
爛
脱
を
以
て
至
要
と

す
べ
き（

（（
（

」
と
さ
れ
、
種
々
の
相
伝
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
「
小
事
」、「
傍
伝
」
と
し
て
あ
ま
り
重
視
し
な
い
立
場
も
あ

る（
（（
（

。
「
十
二
口
伝
」
は
単
な
る
文
献
学
上
の
形
式
で
あ
る
が
、
教
理
学
上
の
口
伝
に
つ
い
て
は
、
宥
範
『
大
日
経
疏
妙
印
抄
口
伝
』
十
巻

中
に
一
一
三
の
項
目
を
挙
げ
て
『
大
日
経
』
の
教
理
に
関
す
る
諸
口
伝
が
記
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
口
伝
は
『
大
日
経
』
全
体
に
わ
た

る
教
義
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
非
常
に
興
味
深
い
が
、
著
者
の
宥
範
は
宥
祥
に
受
学
し
た
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
宥
祥
の
相
承
本
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流
の
宥
快
に
よ
っ
て
宥
範
の
口
伝
は
「
殆
ど
戯
論
の
事
」
と
貶
め
ら
れ
、
あ
ま
り
重
用
さ
れ
な
い（

（（
（

。

　

し
か
し
重
用
さ
れ
な
い
と
は
い
え
、
各
学
匠
と
も
そ
の
旨
と
す
る
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て
意
匠
を
こ
ら
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ

の
教
義
内
容
の
検
討
は
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
ま
た
今
後
の
課
題
で
あ
る（

（（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
真
言
宗
に
お
い
て

は
口
伝
を
最
秘
至
極
と
す
る
が
、『
大
日
経
疏
』
に
お
け
る
「
口
伝
の
大
事
」
の
実
態
と
は
、「
文
字
読
み
の
伝
授
計
り（

（（
（

」
の
客
観
的

な
考
証
学
に
す
ぎ
ず
、
真
に
重
要
な
の
は
胎
蔵
・
伝
法
灌
頂
の
印
明
で
あ
る
こ
と
が
古
来
よ
り
強
調
さ
れ
る（

（（
（

。

②
　
講
伝
に
要
す
る
日
数
に
つ
い
て

『
大
日
経
』
講
伝
に
要
す
る
期
間
と
し
て
、
お
よ
そ
十
日
を
ワ
ン
ク
ー
ル
と
す
る
こ
と
が
習
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
大
日
経
疏
』
注

釈
書
類
に
記
さ
れ
る
日
数
の
表
記
が
十
日
毎
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
こ
う
し
た
伝
統
が
い
つ
か
ら
行
な
わ
れ
て

き
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
古
来
よ
り
『
大
日
経
疏
』
の
伝
授
は
、
五
十
日
、
百
日
の
期
間
を
か
け
て
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。『
大
日
経
奥
疏
由
来
』
と
い
う
書
に
よ
る
と
、『
大
日
経
疏
』
を
五
十
日
、
百
日
に
伝
授
す
る
の
は
「
此
の
事
必
ず
し
も
其
の
掟

無
し
」
と
し
て
、
智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四

八
九
一
）
が
五
三
日
か
け
て
伝
授
し
た
こ
と（

（（
（

、
小
嶋
の
真
興
（　
九
三
四

一
〇
〇
四
）
が
四
十
日
か
け
て
伝

授
し
た
こ
と
を
挙
げ
、
年
月
に
こ
だ
わ
ら
ず
伝
授
す
べ
き
と
し
て
い
る（

（（
（

。

　

ち
な
み
に
筆
者
は
松
長
有
慶
猊
下
の
『
大
日
経
』
講
伝
に
参
画
し
た
。
こ
の
講
伝
は
高
野
山
大
学
伝
統
教
学
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
四
年（

（（
（

の
間
、
六
会
（
十
二
日
）
に
わ
た
っ
て
そ
こ
で
依
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
（
高
野
山
の
版
本
複

写
を
使
用
）
は
、
宥
快
『
大
日
経
疏
鈔
』（
八
五
巻
）
と
浄
厳
『
大
日
経
住
心
品
疏
冠
解
玄
談
』（
九
巻
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
ち
ら

も
『
大
日
経
口
疏
』
の
注
釈
で
あ
り
、『
大
日
経
奥
疏
』
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
が
、
こ
の
『
大
日
経
口
疏
』
注
釈
書
二

種
を
も
っ
て
高
野
山
の
伝
統
的
な
講
伝
に
際
し
て
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
た
点
は
非
常
に
意
義
深
い
。
今
回
の
講
伝
で
は
計
十
二

日
を
か
け
て
行
な
わ
れ
た
が
、
実
際
に
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
依
用
し
て
講
伝
を
行
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
に
要
す
る
日
数
は
各
々
九
十
日
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（
計
一
八
〇
日
）
を
要
す
る
。

　

宥
快
『
大
日
経
疏
鈔
』（
八
五
巻
）
を
講
伝
す
る
際
に
要
す
る
日
数
は
、
大
正
蔵
経
所
収
本
に
日
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

第
一
会
（
本
末
）、
第
二
会
（
本
末
）、
第
三
会
の
計
五
会
開
筵
し
、
本
末
は
そ
れ
ぞ
れ
上
下
あ
り
、
日
数
は
十
日
を
ワ
ン
ク
ー
ル
と

し
て
計
九
十
日
を
も
っ
て
全
巻
を
終
了
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
巻
数
を
も
っ
て
示
せ
ば
、
⑴
巻
第
一
か
ら
巻
第
十
ま
で
（
第

一
本
・
上
半
）、
⑵
巻
第
十
一
か
ら
巻
第
二
十
（
第
一
本
・
下
半
）、
⑶
巻
第
二
十
一
か
ら
巻
第
三
十
（
第
一
末
・
上
半
）、
⑷
巻
第

三
十
一
か
ら
巻
第
四
十
（
第
一
末
・
下
半
）、
⑸
巻
第
四
十
一
か
ら
巻
第
五
十
（
第
二
本
・
上
半
）、
⑹
巻
第
五
十
一
か
ら
巻
第
五
十

五
（
第
二
本
・
下
半
）、
⑺
巻
第
五
十
六
か
ら
巻
第
六
十
五
（
第
二
末
・
上
半
）、
⑻
巻
第
六
十
六
か
ら
巻
第
七
十
五
（
第
二
末
・
下

半
）、
⑼
巻
第
七
十
六
か
ら
巻
第
八
十
五
（
第
三
）
を
そ
れ
ぞ
れ
十
日
か
け
て
行
な
う
の
で
あ
る
。

　

浄
厳
『
大
日
経
住
心
品
疏
冠
解
玄
談
』
に
記
載
さ
れ
た
講
伝
に
要
す
る
日
数
も
宥
快
『
大
日
経
疏
鈔
』
と
同
様
に
九
十
日
で
あ
る
。

第
一
会
（
本
・
末
）、
第
二
会
（
本
・
末
）、
第
三
会
の
計
五
会
開
筵
し
、
本
末
は
そ
れ
ぞ
れ
上
下
に
分
ち
、
計
九
期
で
一
期
十
日
を

ワ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
計
九
十
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
。
す
な
わ
ち
巻
数
を
も
っ
て
示
せ
ば
、
⑴
玄
談
（
一
日
）
か
ら
始
ま
り
第
一
巻

ま
で
（
第
一
本
・
上
半
）、
続
い
て
⑵
第
二
・
三
巻
余
（
第
一
本
・
下
半
）、
⑶
第
三
巻
余
・
四
巻
余
（
第
一
末
・
上
半
）、
⑷
第
四

巻
余
・
五
巻
余
（
第
一
末
・
下
半
）、
⑸
第
五
巻
余
（
第
二
本
・
上
半
）、
⑹
第
六
巻
（
第
二
本
・
下
半
）、
⑺
第
七
巻
・
第
七
巻
余
（
第

二
末
・
上
半
）、
⑻
第
七
巻
余
（
第
二
末
・
下
半
）、
⑼
第
八
巻
（
第
三
）
を
そ
れ
ぞ
れ
十
日
か
け
て
行
な
う
の
で
あ
る
。

　

近
代
以
前
の
『
大
日
経
』
講
伝
が
実
際
に
何
十
日
も
か
け
て
行
な
わ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
一
事
を
取
り

上
げ
て
も
、
現
代
に
お
い
て
『
大
日
経
』
講
伝
を
如
法
に
開
筵
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
趨
勢
に
即
し
た
『
大
日
経
』
講
伝
の
新
し
い
あ
り
方
を
真
剣
に
考
慮
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

段
階
に
わ
れ
わ
れ
は
直
面
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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③
　
講
伝
に
要
す
る
設
え
に
つ
い
て

『
大
日
経
』
講
伝
に
要
す
る
支
具
や
設
え
に
つ
い
て
、
明
確
に
記
し
た
書
を
い
ま
だ
見
な
い
。
こ
こ
で
は
今
回
、
筆
者
が
受
け
た
高

野
山
大
学
に
お
け
る
松
長
有
慶
猊
下
の
『
大
日
経
』
講
伝
に
お
け
る
設
え
を
中
心
に
考
察
し
た
い
。
大
法
の
伝
授
に
は
法
衣
着
用
の

う
え
、
灌
頂
に
即
し
た
儀
礼
が
必
要
と
な
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
今
回
の
講
伝
で
は
法
衣
は
黒
衣
・
如
法
衣
着
用
で
あ
っ
た
。
儀

礼
は
、
お
そ
ら
く
洒
水
加
持
を
も
っ
て
替
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
古
来
よ
り
『
大
日
経
』
講
伝
に
際
し
て
印
可
や
聖
教
類
を

授
受
し
た
こ
と
が
説
か
れ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
い
っ
さ
い
明
確
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
伝
授
に
は
「
血
脈
・
印
信
・
紹

ノ
文
」
の
三
点
セ
ッ
ト
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
授
受
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
本
当
に
授
受
し
た
の
か
ど
う
か
も

不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
今
回
の
『
大
日
経
』
講
伝
に
は
、
そ
う
し
た
血
脈
等
の
授
与
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宥

快
が
『
大
日
経
疏
』
に
関
す
る
口
伝
・
印
可
・
秘
事
秘
曲
の
授
受
を
戒
め
て
お
り
、
高
野
山
で
は
宥
快
が
重
用
さ
れ
る
か
ら
そ
う
し

た
相
承
を
行
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
も
推
測
さ
れ
る（

（（
（

。

　

講
伝
に
要
し
た
文
献
資
料
は
、
松
長
有
慶
著
『
大
日
経
住
心
品
講
讃
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
〇
）
を
前
提
と
し
て
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
伝
統
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
宥
快
『
大
日
経
疏
鈔
』（
八
五
巻
）
と
浄
厳
『
大
日
経
住
心
品
疏
冠
解
玄
談
』（
九
巻
）
の

版
本
が
簡
易
製
本
（
計
九
冊
）
に
よ
っ
て
配
布
さ
れ
た
。
講
伝
に
際
し
て
各
山
で
依
用
す
べ
き
聖
教
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
も

し
も
本
宗
で
講
伝
を
開
筵
す
る
場
合
は
、
基
本
書
の
選
定
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
受
者
に
配
本
す
る
必
要
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
当
然
、

『
大
日
経
』
と
『
大
日
経
疏
』
の
テ
キ
ス
ト
を
所
持
し
て
お
く
こ
と
が
前
提
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
の
講
伝
に
あ
た
っ
て
改
め

て
そ
れ
を
所
持
し
て
お
く
よ
う
に
は
高
野
山
か
ら
要
請
さ
れ
な
か
っ
た
。
古
来
よ
り
『
大
日
経
』
講
伝
に
は
「
十
二
口
伝
」
を
も
と

に
正
確
な
訓
点
に
よ
り
読
み
下
す
こ
と
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
伝
授
作
法
は
テ
キ
ス
ト
の
デ
ー
タ
化
と
デ
ス
ク
パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ
が
主
流
の
現
代
の
趨
勢
に
鑑
み
て
、
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
松
長
猊
下
は
小
田
慈
舟
（
一
八
九
〇

一
九
七
八
）
か
ら
講
伝
を
受
け
て
お
り
、
血
脈
相
承
も
当
然
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
系
譜
は
示
さ
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
宥
快
の
頃
か
ら
『
大
日
経
』
講
伝
に
際
し
て
『
大
日
経
』・『
大
日
経
疏
』
の
大
事
と
は
胎
蔵
の
伝
授
で
あ
り
、

胎
蔵
の
伝
授
は
伝
法
灌
頂
の
印
明
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
あ
え
て
『
大
日
経
』
講
伝
の
相
承
系
譜
を
示
す
必
要
は
な
い
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　

古
来
よ
り
『
大
日
経
』
講
伝
に
お
け
る
口
伝
・
印
可
・
大
事
・
秘
訣
の
類
い
は
伝
法
灌
頂
胎
蔵
の
印
明
を
も
っ
て
そ
れ
に
代
え
て

き
た
と
い
え
る
。
宥
快
『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

―
「
高
野
の
習
い
に
は
別
し
て
疏
の
大
事
な
ん
と
云

う
名
目
之
れ
無
し
。『
大
日
経
』
は
胎
蔵
の
説
所
な
り
。
胎
蔵
の
印
可
を
受
く
る
人
之
れ
を
伝
授
す
。
胎
蔵
の
印
明
に
付
い
て
浅
深

重
重
は
之
れ
有
る
べ
し
。『
疏
』
は
『
大
日
経
』
を
釈
す
。
別
に
疏
の
大
事
と
云
い
て
、
胎
の
印
可
の
外
に
何
ぞ
之
れ
有
ら
ん
や
。（

（（
（

」

―
つ
ま
り
、
胎
蔵
灌
頂
の
秘
印
明
が
『
大
日
経
』
の
大
事
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
は
別
に
『
大
日
経
』
お
よ
び
『
大
日
経
疏
』

の
秘
伝
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
宥
快
は
、
さ
ら
に
続
け
て
『
大
日
経
疏
』
に
関
し
て
大
事
秘
事
を
新
造
す
る
こ
と
を
「
僻
事
」
と

戒
め
て
い
る
。

今
後
の
『
大
日
経
』
講
伝
の
あ
り
方

『
大
日
経
』
講
伝
の
実
態
は
、
時
代
ご
と
に
嫡
々
相
承
さ
れ
て
き
て
お
り
、
安
祥
寺
流
を
主
流
と
す
る
宥
快
の
所
伝
が
正
統
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
・
以
後
の
い
ず
れ
の
学
匠
も
自
ら
が
作
成
し
た
『
大
日
経
疏
』
注
釈
書
を
参
考
書
と
し
て
講
伝
を
行
な
っ
て

い
る
点
か
ら
、
相
伝
の
実
態
は
各
時
代
に
輩
出
さ
れ
た
学
僧
た
ち
の
意
匠
に
任
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
近
代
以
降
『
大
日
経
』
講

伝
は
、
本
宗
に
お
い
て
長
ら
く
開
筵
さ
れ
て
い
な
い
が
、
講
伝
に
要
す
る
本
来
的
な
条
件
を
検
討
す
れ
ば
、『
大
日
経
疏
』
注
釈
書

類
の
膨
大
な
資
料
の
読
解
と
い
い
、
講
伝
に
要
す
る
日
数
と
い
い
、
如
法
に
『
大
日
経
』
講
伝
を
開
筵
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
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状
況
で
あ
る
。
新
し
い
形
の
伝
統
継
承
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
講
伝
の
担
い
手
の
問
題
が
あ
る
。
講
伝
を
行
な
い
得
る
大
阿
闍
梨
の
資
質
も
当
然
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
伝
統
教
学
の
重
要

性
を
誰
も
が
理
解
し
て
い
な
が
ら
、「
伝
統
的
な
宗
乗
学
を
継
承
し
て
い
る
方
は
、
高
野
山
を
含
め
て
現
在
皆
無
で
あ
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

」
の
が
教
学
の
現
状
な
の
で
あ
る
。
ま
た
伝
統
的
な
訓
詁
註
釈
を
旨
と
す
る
宗
乗
学
は
、
現
代
人
の
教
養
水
準
に

照
ら
し
て
難
解
に
す
ぎ
、
教
化
の
最
前
線
に
立
つ
教
師
の
実
状
・
要
望
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
新
時
代
に
向
け
た
、
新

し
い
形
の
講
伝
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
度
絶
え
て
し
ま
っ
た
相
承
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
す
で
に
那
須
政
隆
猊
下
の
時
代
に
お
い
て
『
大
日
経
』
講
伝
は
行

な
わ
れ
得
ず
『
大
日
経
口
疏
』
講
義
で
さ
え
も
聴
講
す
る
機
会
が
な
い
の
が
実
状
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
憂
慮
し
て
宗
務
庁

主
催
の
下
に
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
十
月
、
別
院
真
福
寺
で
『
大
日
経
口
疏
』
講
義
（「
大
日
経
住
心
品
公
開
講
座
」）
が
開
講

さ
れ
た
。
こ
の
講
義
が
ど
の
よ
う
な
設
え
で
行
な
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
公
開
講
座
で
あ
る
か
ら
受
講
者
に
一
般
人
が
含
ま
れ
て
い
た

の
か
ど
う
か
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
講
義
録
を
繙
く
と
、
か
な
り
専
門
的
な
内
容
を
含
ん
だ
「
智
山
伝
統
の
学
風（

（（
（

」
を
伝
え
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
日
四
時
間
の
講
義
を
十
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
っ
た
が
、
予
定
ど
お
り
完
全
に
講
了
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
に
、
後
日
印
刷
に
付
し
て
受
講
者
に
頒
与
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
講
習
を
終
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
講
義
録
と
し

て
出
版
さ
れ
た
の
が
『
大
日
経
口
疏
講
義
』（
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
、
一
九
七
三
）
で
あ
る
。

　

も
し
智
山
で
『
大
日
経
』
講
伝
が
開
筵
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
依
用
す
べ
き
テ
キ
ス
ト
は
頼
瑜
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
十
六
巻
（
大

正
蔵
五
九
・
二
二
一
七
番
）
で
あ
る
こ
と
は
言
え
る
。
講
伝
に
際
し
て
は
、
高
野
山
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
の
、
本
地

身
・
加
持
身
の
教
義
学
を
ふ
ま
え
た
議
論
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
頼
瑜
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
は
『
大
日
経
口
疏
』
注
釈
書

で
あ
っ
て
、『
口
疏
』
だ
け
で
は
講
義
で
あ
っ
て
、
講
伝
と
は
な
り
得
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
高
野
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山
に
お
け
る
講
伝
の
所
依
の
テ
キ
ス
ト
も
宥
快
・
浄
厳
の
『
大
日
経
口
疏
』
注
釈
書
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
実
際
の
講
伝
に
お
い
て

も
『
大
日
経
口
疏
』
部
分
の
解
説
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。『
大
日
経
口
疏
』
だ
け
で
も
、
そ
の
設
え
を
整
え
、
所
依
の
テ
キ
ス

ト
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
立
派
な
『
大
日
経
』
講
伝
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、『
大
日
経
』
講

伝
に
お
け
る
大
事
と
は
、
口
決
や
秘
伝
で
は
な
く
て
、『
大
日
経
』
の
大
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
伝
法
灌
頂
の
胎
蔵
の
印
明
で
あ
る
と

す
る
の
が
古
来
の
習
い
で
あ
る
。『
大
日
経
奥
疏
』
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
実
際
の
法
会
で
重
視
さ
れ
る
行
儀
に
即
し
た
教
学
を
学
習
す

る
方
が
有
益
で
あ
ろ
う
。
智
山
の
行
儀
に
お
い
て
は
論
義
が
重
視
さ
れ
る
が
、
論
義
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
『
大
日
経
口
疏
』

の
体
系
的
理
解
が
必
須
で
あ
る
。
や
は
り
真
に
大
事
な
の
は
「
住
心
品
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
宥
快
『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』
に
も

説
か
れ
、「
住
心
品
」
こ
そ
が
「
肝
心
」
な
の
で
あ
る（

（（
（

。
智
山
で
行
な
わ
れ
て
い
る
論
義
の
算
題
と
密
接
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
、『
大

日
経
口
疏
』
を
総
合
的
に
理
解
す
る
学
処
、
そ
う
し
た
場
こ
そ
が
、
智
山
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
『
大
日
経
』
講
伝
の
か
た
ち
と
な

る
は
ず
で
あ
る
。

　

古
来
『
大
日
経
』
講
伝
で
は
、
阿
闍
梨
自
身
が
作
成
し
た
注
釈
書
を
手
引
き
と
し
て
講
伝
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
縲
述
し
た
が
、

松
長
猊
下
も
自
著
『
大
日
経
住
心
品
講
讃
』
を
参
考
書
と
し
て
講
伝
を
行
な
っ
て
い
た
。
近
年
智
山
で
は
、
福
田
亮
成
『
現
代
語
訳

『
大
日
経
住
心
品
疏
』
を
読
む　

密
教
と
は
何
か
』（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
五
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
福
田
亮
成
先
生
が
『
高

尾
山
報
』
誌
上
で
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
か
ら
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
わ
た
っ
て
一
〇
五
回
に
及
ん
だ
『
大
日
経
疏
』

の
解
説
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、『
大
日
経
疏
』
の
本
文
を
書
き
下
し
文
で
示
し
、
そ
の
解
説
を
行
な
い
、
現
代
語

訳
を
付
し
た
、
現
在
『
大
日
経
疏
』
読
解
に
お
い
て
最
適
の
参
考
書
で
あ
る
。
智
山
に
お
い
て
那
須
政
隆
猊
下
の
薫
陶
を
受
け
、『
大

日
経
疏
』
注
釈
書
の
著
述
を
も
ち
、
も
っ
と
も
講
伝
を
行
な
う
に
足
る
学
僧
は
福
田
亮
成
先
生
を
お
い
て
他
に
い
な
い
。

　

那
須
政
隆
猊
下
の
『
大
日
経
口
疏
講
義
』
は
宗
務
当
局
主
催
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
宗
派
に
は
大
正
大
学
・
智
山
専
修
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学
院
の
他
、
研
究
所
内
の
智
山
伝
法
院
開
設
講
座
・
教
区
主
催
講
習
会
等
さ
ま
ざ
ま
な
学
処
が
あ
る
が
、
体
系
的
な
講
伝
を
教
授
す

る
場
は
存
在
し
な
い
。
伝
統
教
学
の
復
興
、
ま
た
は
現
実
的
な
学
修
内
容
の
策
定
を
し
、
修
学
の
場
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
那

須
猊
下
は
『
大
日
経
口
疏
講
義
』
の
は
し
が
き
で
「
若
き
学
徒
が
こ
れ
を
踏
台
と
し
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
よ
り
勝
れ
た
研
究
成

果
を
も
た
ら
す
べ
く
、
不
断
の
精
進
を
続
け
ら
れ
ん
こ
と
を
、
只
管
に
念
願
す
る
も
の
で
あ
る（

（（
（

」
と
表
明
し
て
お
ら
れ
る
。
す
で
に

那
須
猊
下
の
『
大
日
経
口
疏
』
講
義
が
開
筵
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
が
す
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
事
態
は
急
務
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
宗
派
を
挙
げ
て
『
大
日
経
』
講
伝
開
筵
に
向
け
た
教
育
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註
　

註
に
お
け
る
引
用
は
適
宜
現
行
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

（
１
）「
具
縁
品
」
以
降
の
教
授
は
已
灌
頂
者
の
み
に
限
る
と
い
う
説
は
、『
大

日
経
疏
』
巻
第
三
に
「
所
以
に
真
言
を
修
学
せ
ん
者
を
ば
、
要
ず
先

づ
漫
荼
羅
に
入
ら
し
む
る
な
り
」（
大
正
蔵
三
九
・
六
〇
九
下
）
と

あ
る
よ
う
に
、
古
来
よ
り
言
わ
れ
て
い
る
。
拙
論
「
伝
統
的
な
『
大

日
経
』
研
究
と
は
何
か
」『
現
代
密
教
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
四
、

一
〇
一
頁
、
註
一
四
参
照
。
宥
快
の
弟
子
で
あ
る
快
全
（

？
一
四
二
四
）

の
主
張
に
よ
れ
ば
、
未
来
結
縁
の
者
の
た
め
に
読
む
こ
と
は
そ
の
限

り
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。「
問
う
。
此
の
『
疏
』

を
伝
授
す
る
に
異
な
る
秘
事
秘
曲
有
る
や
。
答
う
。
此
の
『
疏
』
を

伝
授
す
る
当
山
の
様
は
然
ら
ず
。
入
壇
以
後
は
弟
子
の
所
望
に
随
っ

て
読
み
伝
う
べ
し
。
或
い
は
丁
を
越
し
、
或
い
は
文
段
を
引
く
等
の

異
な
る
子
細
之
れ
無
し
。
但
し
、
伝
法
を
受
け
ず
、
許
可
ば
か
り
に

て
は
伝
授
す
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
阿
闍
梨
の
意
楽

に
随
っ
て
、
平
等
大
悲
の
心
に
住
し
、
未
来
結
縁
の
為
に
是
れ
を
読

む
事
、
制
の
限
に
非
ず
」
快
全
口
説
永
遍
記
『
大
日
経
奥
疏
由
来
』

（
長
谷
宝
秀
・
栂
尾
祥
雲
編
『
大
疏
秘
記
集
』『
長
谷
宝
秀
全
集
』
第

三
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
九
七
）
二
一
二
頁
。
ま
た
釈
栄
秋
『
経
疏
相

伝
手
鑑
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
六
四
頁
に
「
未
だ
印
可
を
蒙
ら
ざ

る
人
に
経
疏
を
授
与
せ
ざ
る
証
文
」
と
「
機
の
深
浅
に
随
い
授
与
せ

し
め
る
意
得
の
証
文
」
と
し
て
『
大
日
経
疏
』
か
ら
次
の
二
ヶ
所
を

引
証
す
る
。

①
『
大
日
経
疏
』「
具
縁
品
」
巻
第
三
「
所
以
然
者
。
佛
説
此
經
要

從
師
受
不
得
輒
爾
修
行
。
若
無
明
師
。
則
所
傳
無
寄
故
也
。
然
以
解

二
種
義
故
。
得
阿
闍
梨
名
。
所
謂
淺
略
深
奧
分
。
若
觀
前
人
。
未
有

深
解
之
機
。
則
順
常
途
隨
文
爲
釋
。
若
已
成
就
利
根
智
慧
。
則
當
演
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暢
深
密
而
教
授
之
。」
大
正
蔵
三
九
・
六
一
一
下

②
『
大
日
経
疏
』「
秘
密
八
印
品
」
巻
第
十
七
「
若
弟
子
之
位
未
得

許
可
等
。
固
不
在
言
限
。
何
可
妄
説
。
令
他
輕
謗
。
自
招
無
間
大
獄

之
罪
耶
。」
大
正
蔵
三
九
・
七
五
一
下

（
２
）
ま
た
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
五
月
七
日
か
ら
九
月
十
六
日
に
か
け

て
道
応
（
一
八
〇
六

一
八
七
五
）
を
大
阿
と
し
て
『
大
日
経
』
講
伝
五
七
席
が
開

筵
さ
れ
た
。
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
二
月
二
十
五
日
か
ら
五
月

二
十
九
日
に
か
け
て
密
門
宥
範
（
一
八
四
三

一
九
二
〇
）
を
大
阿
と
し
て
六
五
席

が
開
筵
さ
れ
た
。
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
九
月
三
日
か
ら
翌
年

三
月
九
日
に
か
け
て
密
門
宥
範
を
大
阿
と
し
て
五
五
席
が
開
筵
さ
れ

た
。
長
谷
宝
秀
『
大
日
経
奥
疏
講
伝
玄
談
聞
書
』（『
大
疏
秘
記
集
』）

四
一
一
―

四
一
二
頁

（
３
）「
か
つ
て
大
正
大
学
に
在
任
中
『
大
日
経
口
疏
』
を
講
じ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
週
一
回
の
講
義
で
は
い
か
に
努
力
し
て
み
て
も
一
年
間

に
全
体
の
三
分
の
一
程
度
し
か
進
ま
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
学
生

に
と
っ
て
残
り
の
三
分
の
二
は
一
生
涯
聴
講
の
機
会
も
な
く
終
わ
っ

て
し
ま
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
大
学
の
単
位
制
度
に
起
因
す
る

欠
陥
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
昔
小
衲
な
ど

が
学
ん
だ
当
時
の
よ
う
に
、
必
要
課
目
全
体
に
わ
た
っ
て
完
全
に
講

了
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
望
め
な
い
実
状
に
あ
る
」
那
須
政
隆
『
大

日
経
口
疏
講
義
』（『
那
須
政
隆
著
作
集
』
第
六
巻
、
法
蔵
館
、
一
九

九
七
）
二
〇
九
頁

（
４
）『
大
疏
秘
記
集
』
所
収

（
５
）『
大
疏
秘
記
集
』
に
は
『
遮
那
経
王
疏
伝
』
を
は
じ
め
、
入
手
困
難

な
三
八
部
四
六
巻
の
『
大
日
経
疏
』
注
釈
書
を
挙
げ
て
い
る
。

（
６
）「
真
言
宗
僧
五
十
人
を
東
寺
に
住
せ
し
む
る
、
其
の
宗
学
は
、
一
に

大
毘
盧
遮
那
・
金
剛
頂
等
の
経
、
并
に
蘇
悉
地
律
・
菩
提
心
論
に
依

っ
て
修
学
せ
し
む
る
者
な
り
。
此
の
事
有
る
と
雖
も
、
未
だ
講
演
有

る
こ
と
な
し
。
諸
寺
皆
供
家
を
置
き
、
儲
て
田
園
を
買
い
、
常
に
講

演
を
行
な
う
。
此
れ
に
准
じ
て
件
の
物
を
以
て
、
伝
法
の
料
と
為
す
」

『
東
宝
記
』（『
続
々
群
書
類
従
』
巻
第
十
二
）
第
六
、
一
二
二
頁
。

ま
た
引
き
続
き
「
或
る
記
に
云
く
、
承
和
十
三
年
、
実
惠
僧
都
『
大

日
経
疏
』
を
講
ず
。
聴
衆
等
真
雅
を
上
首
と
し
て
十
余
人
な
り
と
云
々
」

（
同
書
一
二
三
頁
）
と
も
あ
る
。

（
７
）『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
七
〇
頁

（
８
）
講
伝
の
類
語
の
考
察
は
、
貝
谷
隆
慧
「
講
伝
の
意
義
と
そ
の
濫
觴
」『
現

代
密
教
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
五
、
六
四
―

六
五
頁
で
す
で
に
検
討

さ
れ
て
い
る
。
講
伝
の
類
語
と
し
て
は
講
讃
、
講
肆
、
講
授
、
伝
講

と
い
う
表
記
が
あ
る
。
宥
範
『
大
日
経
疏
妙
印
抄
』「
講
讃
」
大
正

蔵
五
八
・
六
三
八
中
、
杲
宝
『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』「
講
肆
」
大
正

蔵
五
九
・
一
中
、
曇
寂
『
大
日
経
疏
住
心
品
疏
私
記
』「
講
授
」
大

正
蔵
六
〇
・
七
一
七
註
一
、
動
潮
『
大
日
経
奥
疏
聞
書
』「
伝
講
」『
智

山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
、
一
九
九
五
、

七
七
頁

（
９
）
貝
谷
隆
慧
、
前
掲
論
文
、
六
七
頁

（
10
）「
江
戸
期
ま
で
の
伝
授
録
・
聞
書
類
を
通
観
す
る
に
、
講
伝
に
関
わ

る
も
の
は
、
伝
授
の
中
に
収
め
ら
れ
、
ま
た
伝
授
の
語
を
そ
の
題
名

に
用
い
、
更
に
は
本
文
中
に
「
伝
授
す
る
」
と
表
現
さ
れ
、
こ
れ
ら
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は
事
相
に
お
け
る
伝
授
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
確
認
で

き
る
」
貝
谷
隆
慧
、
前
掲
論
文
、
六
一
頁
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後

述
す
る
が
、
江
戸
期
以
降
の
『
大
日
経
』
講
伝
に
関
す
る
資
料
が
浄

厳
の
講
伝
を
受
け
た
学
匠
た
ち
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て

い
っ
た
様
子
が
智
山
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
資
料
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

（
11
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
高
野
山
大
学
の
伝
統
教
学
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
松
長
有
慶
猊
下
の
『
大
日
経
』
講
伝
は
、『
大
日
経
口
疏
』

の
み
の
解
説
で
あ
り
、
血
脈
・
印
信
な
ど
は
な
か
っ
た
が
、
伝
統
的

な
祖
師
の
典
籍
が
配
布
さ
れ
、
法
衣
着
用
の
う
え
高
野
山
を
道
場
と

し
て
行
な
わ
れ
た
「
講
伝
」
で
あ
っ
た
。
講
伝
に
お
い
て
問
わ
れ
る

べ
き
は
、『
大
日
経
』、『
大
日
経
疏
』
の
歴
史
的
な
相
承
を
念
頭
に

お
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点

は
最
後
に
繰
り
返
し
述
べ
た
い
。

（
12
）
学
匠
た
ち
の
裁
量
に
よ
っ
て
『
大
日
経
疏
』
を
教
授
す
る
こ
と
が
行

な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
ば
頼
瑜
が
『
大
日
経
疏
指

心
鈔
』
と
い
う
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
作
成
し
て
か
ら
も
、
頼
瑜
の
弟
子

で
あ
り
学
頭
を
継
い
だ
頼
豪
が
『
大
日
経
疏
開
雲
抄
』
十
六
巻
を
作

成
し
て
い
る
。
そ
の
述
作
理
由
は
『
束
草
集
』
巻
第
五
に
よ
れ
ば
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

―
「
然
り
と
雖
も
、
聖
言
甚
深
に
し
て
初
心

は
解
し
難
く
、
神
筆
幽
玄
に
し
て
浅
智
は
迷
い
易
し
。
今
、
難
字
を

注
し
て
訓
読
滞
り
無
く
、
深
義
を
会
し
て
解
了
拠

よ
ん
ど
こ
ろ

有
り
。
既
に

大
乗
の
弘
通
を
扶た

す

く
、
何
ぞ
少
分
の
利
益
無
か
ら
ん
。
茲
れ
に
因
っ

て
、
且
く
住
心
品
の
疏
に
就
い
て
聊
か
十
六
巻
の
抄
を
綴
る
。
名
づ

け
て
『
大
日
経
疏
開
雲
抄
』
と
曰
う
。
庶
わ
く
は
初
心
の
学
者
、
雲

を
開
い
て
日
輪
を
見
る
が
如
く
、
霧
を
褰か

か

げ
て
月
宮
を
望
む
に
似
た

ら
ん
。」

―
す
な
わ
ち
頼
豪
は
、
初
学
者
の
た
め
に
自
ら
難
字
を

注
し
て
訓
読
し
、
自
身
作
成
の
注
釈
書
を
作
成
し
て
、
そ
れ
を
も
と

に
弟
子
に
『
大
日
経
疏
』
を
教
授
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
『
大

日
経
疏
開
雲
抄
』
は
写
本
が
智
山
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。
頼
豪
が
、

師
の
頼
瑜
の
説
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
に
他
の
注
釈
書
を
参
照
し
て

い
る
か
を
見
る
こ
と
で
、
頼
瑜
以
後
の
直
近
の
新
義
教
学
の
相
承
が

い
か
に
な
さ
れ
て
き
た
か
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
興
味

深
い
問
題
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
13
）
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
学
派
は
、
互
い
の
教
学
を
参
照
し
つ
つ
成
立

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
思
想
上
の
貸
借
関
係
と
先
後
関
係
を
明
確
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
学
派
の
主
張
が
よ
り
明
確
化
さ
れ
る
。
頼
瑜

に
よ
っ
て
『
大
日
経
疏
』
教
学
が
始
ま
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、

歴
史
的
に
体
系
化
し
た
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
を
最
初
に
樹
立
し
た
の
は
新

義
派
の
頼
瑜
が
一
番
早
い
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
、
こ
こ
で
は
強
調

し
た
い
。

（
14
）「
藤
原
鎌
倉
期
に
は
主
と
し
て
口
疏
即
ち
住
心
品
疏
の
講
義
を
為
し
、

奥
疏
即
ち
具
縁
品
以
下
の
講
伝
は
余
り
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
此
時

代
は
事
相
分
派
時
代
で
外
観
か
ら
は
事
相
隆
盛
期
と
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
案
外
事
相
の
根
柢
を
為
す
奥
疏
の
研
究
な
ど
は
忽
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
殊
に
鎌
倉
末
期
に
は
奥
疏
の
講
伝
を
行
な
い

得
る
人
は
東
寺
高
野
に
も
殆
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。」『
真
言
宗

全
書
』「
大
日
経
疏
義
述
」
解
題
、
八
頁
。
ま
た
那
須
猊
下
も
次
の

よ
う
に
言
う
。「
公
開
講
伝
が
い
つ
の
時
代
に
始
ま
っ
た
か
確
か
な
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こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
頼
瑜
僧
正
（
一
二
二
六

一
三
〇
四
）
の
前
後
の
頃
か
ら
、

誰
が
最
初
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
時
勢
的
に
公
開
講
伝
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。」
那
須
政
隆
『
理
趣
経
達
意
』（『
那

須
政
隆
著
作
集
』
第
六
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
九
七
）
五
頁

（
15
）
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
、
我
宝
七
十
一
歳
）
七
月
十
一
日
か
ら
八
月

二
十
九
日
に
至
る
四
十
八
日
間
、
鎌
倉
佐
々
目
谷
に
お
い
て
頼
乗
、

性
宥
、
性
印
、
成
秀
、
政
印
、
頼
宝
、
頼
神
、
静
怡
、
我
覚
の
九
人

を
聴
衆
と
し
て
『
秘
蔵
記
』
を
講
述
し
た
。
応
長
二
年
（
一
三
一
二
、

我
宝
七
十
四
歳
）
二
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
に
至
る
七
日
間
、

東
寺
西
院
と
鎮
守
八
幡
宮
に
お
い
て
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
講
じ
た
。

正
和
三
年
（
一
三
一
四
、
我
宝
七
十
六
歳
）、
大
覚
寺
仙
洞
御
所
に

お
い
て
『
秘
蔵
記
』
を
講
説
し
た
。

（
16
）「
有
名
な
る
大
日
経
疏
演
奥
鈔
も
そ
の
源
我
宝
上
人
よ
り
出
づ
る
も

の
が
あ
る
と
も
伝
え
ら
る
」『
真
言
宗
全
書
』「
解
題　

著
者
略
伝　

我
宝
」
の
項
、
三
三
二
頁

（
17
）「
本
書
は
普
通
杲
宝
撰
と
称
す
る
も
実
に
は
杲
宝
一
人
の
手
に
成
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
杲
宝
が
先
師
頼
宝
の
勘
註
に
基
き
て
、
自
己
の

見
解
を
加
え
（
巻
三
十
四
の
終
ま
で
か
）、
杲
宝
の
資
賢
宝
が
更
に

こ
れ
を
継
承
し
て
筆
削
添
補
し
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
本
書
の

起
源
を
な
せ
る
頼
宝
の
勘
註
は
槇
尾
の
自
性
上
人
我
宝
の
伝
を
本
と

し
て
記
し
、
他
師
の
説
を
も
載
せ
、
又
私
見
を
加
え
て
大
疏
巻
五
よ

り
巻
十
七
に
至
る
文
を
釈
し
た
も
の
と
称
せ
ら
れ
、
別
に
大
疏
巻
三
、

四
の
具
縁
品
の
聞
書
も
あ
る
と
云
う
。
全
巻
の
数
は
不
明
で
あ
る
が
、

東
寺
観
智
院
賢
賀
の
随
見
雑
記
に
は
、
大
疏
巻
十
一
か
ら
十
六
ま
で

の
勘
註
首
尾
十
八
巻
あ
り
、
賢
宝
が
応
永
四
年
正
月
か
ら
九
月
ま
で

に
良
秀
、
頼
玄
等
の
助
力
を
得
て
書
写
し
た
と
あ
る
か
ら
、
大
部
の

も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
」（
小
田
慈
舟
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』「
演
奥

抄
」
の
項
）。

（
18
）『
大
日
経
疏
義
述
』（『
浄
不
二
鈔
』）
は
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
に

記
さ
れ
た
自
序
が
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
成
立
は
そ
れ
よ

り
か
な
り
早
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
永
禄
六
年
（
一
五
六

三
）
に
著
さ
れ
た
円
宥
『
真
言
宗
三
部
経
并
大
日
経
疏
因
縁
事
』（『
大

疏
秘
記
集
』
二
四
三
頁
）
に
は
「
嘉
元
徳
治
の
頃
か
」
と
す
る
。
嘉

元
徳
治
年
間
は
一
三
〇
三
年
―

一
三
〇
七
年
。

（
19
）
亮
元
『
大
日
経
疏
蒿
測
鈔
』
六
五
巻
は
、
長
谷
寺
に
原
本
が
あ
り
高

野
山
大
学
図
書
館
に
そ
の
伝
本
が
存
す
る
と
さ
れ
、
一
説
に
は
八
十

余
巻
と
さ
れ
る
。
長
谷
宝
秀
『
大
日
経
奥
疏
講
伝
玄
談
聞
書
』（『
大

疏
秘
記
集
』）
四
一
〇
頁

（
20
）
曇
寂
『
大
日
経
疏
私
記
』
八
五
巻
は
「
二
十
巻
の
疏
と
十
四
巻
の
義

釈
と
を
対
校
し
つ
つ
そ
の
釈
義
甚
だ
詳
細
を
極
め
最
後
の
嘱
累
品
迄

を
通
釈
し
て
本
疏
の
註
釈
と
し
て
は
尤
も
卓
越
し
た
好
著
と
さ
れ
て

い
る
」（『
仏
書
解
説
大
辞
典
』）。『
大
疏
秘
記
集
』
四
一
〇
頁
に
は

「
高
野
山
宝
亀
院
に
六
十
四
巻
有
り
」
と
も
記
す
。
曇
寂
『
大
日
経

疏
私
記
』
八
五
巻
の
う
ち
、『
大
日
経
口
疏
』
部
分
の
二
十
巻
は
大

正
蔵
経
に
も
所
収
さ
れ
、
そ
の
写
本
が
智
山
書
庫
に
存
す
る
。
大
正

蔵
所
収
本
の
『
大
日
経
疏
私
記
』
二
十
巻
に
は
日
数
が
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
写
本
の
欄
外
注
記
に
は
、
本
末
と
日
数
が
記
さ
れ
、
こ
の

曇
寂
『
大
日
経
疏
私
記
』
を
も
と
に
曇
寂
も
し
く
は
い
ず
れ
の
大
阿
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か
が
『
大
日
経
』
講
伝
を
行
な
っ
て
い
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。
こ
の

書
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
ま
た
他
稿
を
期
し
た
い
。『
大
日

経
奥
疏
』
部
分
の
六
五
巻
は
智
山
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
信
じ
難
い
こ
と
に
所
在
不
明
で
あ
り
、
智
山
が
誇
る
貴
重
資
料
で

あ
る
だ
け
に
そ
の
捜
索
が
待
た
れ
る
。『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
前

掲
書
、
八
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
そ
の
外
題
は
「
大
日
経
私
記
」
と
あ
る
。

書
誌
情
報
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。「
写　

帙
入　

六
十
五
冊
（
不

揃
）
245
×
175　

27
―
12　

全
八
十
五
巻
八
十
五
冊
の
う
ち
一
〜
二
十

巻
欠　
（
丁
数
）
二
十
一
巻
―
68
丁
、
二
十
二
巻
―
58
丁
、
二
十
三

巻
―
63
丁
、
二
十
四
巻
―
65
丁
、
二
十
五
巻
―
64
丁
、
二
十
六
巻
―

84
丁
、
二
十
七
巻
―
69
丁
、
二
十
八
巻
―
67
丁
、
二
十
九
巻
―
68
丁
、

三
十
巻
―
50
丁
、
三
十
一
巻
―
58
丁
、
三
十
二
巻
―
70
丁
、
三
十
三

巻
―
43
丁
、
三
十
四
巻
―
60
丁
、
三
十
五
巻
―
70
丁
、
三
十
六
巻
―

65
丁
、
三
十
七
巻
―
57
丁
、
三
十
八
巻
―
67
丁
、
三
十
九
巻
―
61
丁
、

四
十
巻
―
53
丁
、
四
十
一
巻
―
71
丁
、
四
十
二
巻
―
74
丁
、
四
十
三

巻
―
73
丁
、
四
十
四
巻
―
72
丁
、
四
十
五
巻
―
73
丁
、
四
十
六
巻
―

72
丁
、
四
十
七
巻
―
65
丁
、
四
十
八
巻
―
65
丁
、
四
十
九
巻
―
65
丁
、

五
十
巻
―
53
丁
、
五
十
一
巻
―
67
丁
、
五
十
二
巻
―
75
丁
、
五
十
三

巻
―
75
丁
、
五
十
四
巻
―
69
丁
、
五
十
五
巻
―
63
丁
、
五
十
六
巻
―

76
丁
、
五
十
七
巻
―
75
丁
、
五
十
八
巻
―
69
丁
、
五
十
九
巻
―
65
丁
、

六
十
巻
―
71
丁
、
六
十
一
巻
―
71
丁
、
六
十
二
巻
―
58
丁
、
六
十
三

巻
―
65
丁
、
六
十
四
巻
―
64
丁
、
六
十
五
巻
―
69
丁
、
六
十
六
巻
―

62
丁
、
六
十
七
巻
―
61
丁
、
六
十
八
巻
―
60
丁
、
六
十
九
巻
―
50
丁
、

七
十
巻
―
62
丁
、
七
十
一
巻
―
66
丁
、
七
十
二
巻
―
77
丁
、
七
十
三

巻
―
63
丁
、
七
十
四
巻
―
64
丁
、
七
十
五
巻
―
59
丁
、
七
十
六
巻
―

58
丁
、
七
十
七
巻
―
50
丁
、
七
十
八
巻
―
47
丁
、
七
十
九
巻
―
42
丁
、

八
十
巻
―
45
丁
、
八
十
一
巻
―
69
丁
、
八
十
二
巻
―
55
丁
、
八
十
三

巻
―
45
丁
、
八
十
四
巻
―
53
丁
、
八
十
五
巻
―
56
丁

（
奥
―
三
十
五
巻
）
于
時
享
保
十
一
年
龍
次
丙
午
秋
八
月
朔
於
洛
西

五
智
山
蓮
花
寺
閣
筆
沙
門
斬
撤
柊
芝　

同
十
六
年
辛
亥
初
秋
初
六
日

再
閲
了　

元
文
三
年
歳
宿
戌
午
夏
六
月
二
十
有
七
日
重
校
了
」

（
21
）
智
山
第
三
十
三
世
・
隆
瑜
は
『
大
日
経
疏
拾
要
記
』（
五
二
巻
）
を

著
す
に
際
し
て
曇
寂
の
『
大
日
経
疏
私
記
』（
八
五
巻
）
を
全
模
写

し
た
と
さ
れ
る
。
隆
瑜
の
著
作
群
「
拾
要
記
」
中
も
っ
と
も
大
部
に

し
て
、
ま
さ
し
く
心
血
を
注
い
だ
『
大
日
経
奥
疏
』
注
釈
書
で
あ
る
。

智
山
書
庫
に
の
み
所
蔵
さ
れ
、
端
本
扱
い
と
な
っ
て
「
五
十
二
巻
五

十
二
冊
の
う
ち
十
七
〜
五
十
二
巻
三
十
六
冊
の
み
あ
り
」（『
智
山
書

庫
所
蔵
目
録
』
前
掲
書
、
八
六
頁
）
と
さ
れ
る
。
未
確
認
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
隆
瑜
が
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
か
ら
天
保
四
年
（
一

八
三
三
）
に
か
け
て
著
し
た
『
大
日
経
疏
第
三
拾
要
記
』（
十
七
冊

不
揃
）
と
さ
れ
る
写
本
文
献
が
そ
の
端
本
欠
落
部
分
と
思
わ
れ
る
。

（
22
）
江
戸
期
の
『
大
日
経
』
講
伝
に
関
す
る
各
種
の
資
料
に
は
、
奥
書
に

伝
授
が
行
な
わ
れ
た
日
数
・
期
間
や
席
次
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）
宥
快
『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
七
一
頁
。
後
世
に

お
い
て
も
妙
浄
上
人
宥
祥
が
講
伝
の
先
駆
者
で
あ
る
さ
れ
る
。「
妙

浄
上
人
を
魁
と
為
し
、
尤
も
と
為
す
」
行
証
『
毘
盧
遮
那
経
疏
伝
授

綱
領
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
五
四
頁

（
24
）
宥
祥
が
上
洛
し
て
講
伝
を
開
筵
し
、
勅
定
を
蒙
っ
た
と
い
う
伝
え
は
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人
口
に
膾
炙
し
、
宥
快
『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』（『
大
疏
秘
記
集
』）

七
二
頁
、
同
文
が
慧
曦
『
大
疏
伝
授
私
記
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
一

八
三
頁
に
も
見
え
る
。
ま
た
永
遍
『
大
日
経
奥
疏
由
来
』（『
大
疏
秘

記
集
』）
二
一
三
頁
、
印
融
一
四
三
五

一
五
一
九
『
奥
疏
ニ
付
状
』（『
大
疏
秘
記
集
』）

二
二
五
頁
、
釈
栄
秋
『
大
日
経
奥
疏
伝
授
血
脈
相
承
』（『
大
疏
秘
記

集
』）
二
三
四
頁
、
円
宥
『
真
言
宗
三
部
経
并
大
日
経
疏
因
縁
事
』

（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
四
三
頁
、
長
谷
宝
秀
『
大
日
経
奥
疏
講
伝
玄

談
聞
書
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
四
一
八
頁

（
25
）
伊
豆
方
の
法
流
は
、
範
俊
か
ら
宥
祥
を
経
由
し
て
宥
快
に
至
る
相
伝

を
い
う
。
快
全
口
説
永
遍
記
『
大
日
経
奥
疏
由
来
』（『
大
疏
秘
記
集
』）

二
一
三
頁
参
照
。
ま
た
高
野
方
、
伊
豆
方
、
醍
醐
方
、
讃
岐
方
、
京

方
と
あ
る
。
長
谷
宝
秀
『
大
日
経
奥
疏
講
伝
玄
談
聞
書
』（『
大
疏
秘

記
集
』）
四
二
一
頁

（
26
）
慧
曦
『
大
疏
伝
授
私
記
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
一
八
一
―

一
八
八
頁

（
27
）
長
谷
宝
秀
『
大
日
経
奥
疏
講
伝
玄
談
聞
書
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
四

一
一
頁

（
28
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
前
掲
書
、
七
八
頁

（
29
）
前
掲
書
、
八
一
頁

（
30
）
慧
光
『
第
三
之
大
事
伝
授
聞
書
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
三
九
六
頁

（
31
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
前
掲
書
、
八
五
頁

（
32
）
前
掲
書
、
九
〇
頁

（
33
）
浄
光
『
大
日
経
奥
疏
聴
要
記
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
三
〇
〇
―

三
四

四
頁

（
34
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
前
掲
書
、
七
八
頁

（
35
）『
密
教
大
辞
典
』「
浄
空
」
の
項

（
36
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
前
掲
書
、
七
七
頁

（
37
）
前
掲
書
、
七
八
頁

（
38
）
前
掲
書
、
八
二
頁

（
39
）
印
融
『
大
疏
詮
要
抄
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
一
二
二
頁

（
40
）
宥
快
『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
八
三
頁

（
41
）
快
全
口
説
永
遍
記
『
大
日
経
奥
疏
由
来
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
一

一
頁

（
42
）
釈
栄
秋
『
経
疏
相
伝
手
鑑
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
六
六
頁
。『
経
疏

相
伝
手
鑑
』
で
は
爛
脱
を
至
要
と
す
べ
き
証
文
と
し
て
『
大
日
経
疏
』

か
ら
次
の
二
ヶ
所
を
引
証
す
る
。

①
『
大
日
経
疏
』「
具
縁
品
」
巻
第
五
「
所
以
如
此
互
文
者
。
此

是
如
來
密
藏
。
爲
防
諸
慢
法
人
不
從
師
。
受
者
。
變
亂
經
文
。
故

須
口
傳
相
付
也
。」
大
正
蔵
三
九
・
六
三
三
下

②
『
大
日
経
疏
』「
成
就
悉
地
品
」
巻
第
十
二
「
此
經
聖
者
所
祕
。

故
不
明
白
次
第
説
也
。」
大
正
蔵
三
九
・
七
〇
六
下

（
43
）
亮
元
『
爛
脱
辨
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
八
二
頁
参
照
。
亮
元
（
一
六
三
一

一
七
〇
六
）
は
『
大
日
経
疏
蒿
測
鈔
』
六
五
巻
の
著
者
で
あ
り
、
東
密
新

義
派
の
学
匠
で
あ
る
。

（
44
）
宥
範
『
大
日
経
疏
妙
印
抄
口
伝
』
十
巻
、
元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）

大
正
蔵
五
八
・
二
二
一
四
番
。
そ
の
末
尾
に
「
皮
分
五
七
肉
八
十
骨

二
髄
十
及
料
同
料
簡
十
巻
都
合
一
百
三
十
七　

大
日
経
王
己
体
全
」（
大

正
蔵
五
八
・
六
八
四
上
）
と
あ
る
。

（
45
）
宥
快
『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
八
〇
―

八
一
頁
。「
宥
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鑁
法
印
の
疏
の
抄
物
口
訣
大
事
等
の
事
」
と
し
て
、
宥
範
（
宥
鑁
と

も
表
記
）
を
「
彼
の
法
印
元
と
よ
り
教
相
等
の
事
は
未
練
の
仁
」
と

批
判
し
、
宥
範
の
口
伝
を
「
妙
浄
上
人
（
宥
祥
）
の
口
伝
等
の
中
に

も
更
に
無
き
事
等
、
自
由
に
之
れ
を
書
き
集
め
て
秘
訣
と
称
し
て
之

れ
を
授
く
」
と
し
て
「
仍
っ
て
信
用
し
難
し
」
と
断
じ
て
い
る
。
ま

た
こ
う
し
た
宥
快
の
見
解
は
江
戸
時
代
の
新
安
祥
寺
流
に
お
い
て
も

同
様
で
、
慧
曦
『
大
疏
伝
授
私
記
』（『
大
疏
秘
記
集
』
一
八
五
頁
）

に
は
「
猶
云
く
。
鑁
（
宥
範
）
の
伝
多
く
私
意
を
加
う
」
と
難
じ
て

い
る
。

（
46
）
大
鹿
眞
央
「
中
世
東
密
教
学
に
お
け
る
教
判
論
の
展
開
」『
現
代
密
教
』

第
二
五
号
、
二
〇
一
四
で
は
、『
大
日
経
』
三
劫
段
に
関
し
て
、
覚

鑁
・
静
遍
・
道
範
・
宥
範
と
い
っ
た
学
匠
の
教
判
論
の
展
開
を
究
明

し
て
い
る
。
ま
た
講
伝
の
内
容
に
関
し
て
、
小
林
靖
典
「『
大
日
経
』

の
講
伝
に
つ
い
て
―
我
々
は
何
を
伝
え
て
い
く
べ
き
か
―
」『
現
代

密
教
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
五
で
は
、
講
伝
の
内
容
に
つ
い
て
概
観

し
、
古
義
派
は
本
地
身
説
、
新
義
派
は
加
持
身
説
を
基
調
と
し
た
講

伝
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。

（
47
）「
只
だ
疏
の
大
事
と
い
っ
ぱ
胎
蔵
の
大
事
な
り
。
胎
蔵
の
大
事
と
い

っ
ぱ
、
両
部
灌
頂
の
大
事
な
り
。
此
の
外
に
大
事
無
し
と
意
得
る
な

り
。
仍
っ
て
た
だ
文
字
読
み
の
伝
授
計
り
な
り
」
釈
栄
秋
『
大
日
経

疏
縁
起
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
三
一
頁
。
ほ
ぼ
同
文
が
円
宥
『
真

言
宗
三
部
経
并
大
日
経
疏
因
縁
事
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
四
一
頁
、

宥
快
口
快
全
記
『
伊
豆
方
奥
疏
大
事
私
記
之

』（『
大
疏
秘
記
集
』）
三
七

一
頁
、
長
谷
宝
秀
『
大
日
経
奥
疏
講
伝
玄
談
聞
書
』（『
大
疏
秘
記
集
』）

四
二
三
頁
に
も
見
え
る
。

（
48
）『
大
日
経
』
の
大
事
と
は
、
胎
蔵
・
伝
法
灌
頂
の
印
明
で
あ
り
、
そ

の
他
に
別
に
秘
事
・
秘
曲
・
大
事
・
肝
要
を
た
て
る
べ
き
で
は
な
い

と
さ
れ
る
。「
先
ず
当
山
に
は
胎
蔵
灌
頂
の
印
明
の
本
説
と
意
得
る

ま
で
な
り
。
別
に
胎
蔵
灌
頂
の
印
明
の
外
に
、
経
疏
の
大
事
之
れ
無

き
故
に
相
伝
の
様
各
別
な
り
云
々
」
宥
快
『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』（『
大

疏
秘
記
集
』）
八
四
頁
。「
秘
事
秘
曲
の
一
段
に
於
い
て
は
、
信
日
相

承
の
様
は
、
大
日
経
疏
の
大
事
と
云
う
は
所
釈
の
経
の
大
事
な
る
べ

し
。
所
釈
経
の
大
事
と
い
っ
ぱ
、
胎
蔵
の
大
事
な
り
。
胎
蔵
の
大
事

と
は
伝
法
灌
頂
の
印
明
な
り
。
然
れ
ば
別
に
大
事
を
意
得
べ
か
ら
ず
。」

快
全
口
説
永
遍
記
『
大
日
経
奥
疏
由
来
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
一

二
頁

（
49
）
ち
な
み
に
『
大
日
経
疏
』
を
五
十
三
日
か
け
て
伝
授
す
る
次
第
に
つ

い
て
、
釈
栄
秋
『
経
疏
相
伝
手
鑑
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
七
一
―

二
七
四
頁
に
も
説
か
れ
る
。

（
50
）
快
全
口
説
永
遍
記
『
大
日
経
奥
疏
由
来
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
二
一

二
頁
。
ま
た
長
谷
宝
秀
『
大
日
経
奥
疏
講
伝
玄
談
聞
書
』（『
大
疏
秘

記
集
』）
四
一
一
頁
に
「
伝
授
日
限
の
事
」
と
し
て
講
伝
に
要
す
る

日
数
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
51
）
初
会
（
二
〇
一
二
年
七
月
四
・
五
日
）、
第
二
会
（
二
〇
一
二
年
十

二
月
五
・
六
日
）、
第
三
会
（
二
〇
一
三
年
六
月
十
七
・
十
八
日
）、

第
四
会
（
二
〇
一
三
年
十
二
月
九
・
十
日
）、
第
五
会
（
二
〇
一
四

年
六
月
十
九
・
二
十
日
）、
第
六
会
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
八
・
九
日
）

と
開
筵
さ
れ
た
。
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（
52
）
宥
快
が
『
大
日
経
疏
』
の
口
伝
に
つ
い
て
、
宥
範
の
口
伝
・
大
事
・

秘
訣
を
戯
論
で
あ
る
と
批
判
し
た
こ
と
は
先
註
に
示
し
た
が
、
口
伝
・

大
事
が
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
伝
授
に
は
初
重

（
普
通
の
伝
授
）・
二
重
（
随
分
の
伝
授
）・
三
重
（
付
法
写
瓶
の
伝
授
）

の
三
様
が
あ
り
、
三
重
の
伝
授
に
お
い
て
「
更
問
等
の
一
々
の
口
伝
、

後
問
答
の
印
明
の
説
処
等
、
本
地
法
身
教
主
の
義
、
衆
生
本
有
の
心

体
を
経
の
宗
旨
と
習
う
事
、
是
の
如
き
の
口
伝
」
が
授
け
ら
れ
る
の

が
、
写
瓶
の
伝
授
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
宥
快
『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』

（『
大
疏
秘
記
集
』）
一
〇
一
頁

（
53
）『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
八
四
頁

（
54
）
福
田
亮
成
「
解
説
」『
那
須
政
隆
著
作
集
』
第
六
巻
、
法
蔵
館
、
一

九
九
七
、
四
二
七
頁

（
55
）「
こ
の
講
義
は
固
よ
り
未
熟
な
も
の
で
慚
愧
に
堪
え
な
い
が
、
わ
が

智
山
伝
統
の
学
風
を
伝
え
た
い
と
希
っ
て
、
敢
え
て
提
供
し
た
も
の

な
る
を
諒
と
せ
ら
れ
た
い
」
那
須
政
隆
『
大
日
経
口
疏
講
義
』
智
山

派
宗
務
庁
、
一
九
七
三
、
一
頁

（
56
）
妙
浄
上
人
宥
祥
が
願
行
上
人
に
受
法
し
た
と
き
、
宥
祥
が
『
大
日
経
』

三
十
一
品
中
の
い
ず
れ
を
肝
心
と
す
べ
き
で
す
か
と
問
う
た
と
き
、

願
行
が
伝
え
た
こ
と
と
し
て
「「
住
心
品
」「
具
縁
品
」
の
両
品
な
り
」

と
答
え
、
さ
ら
に
そ
の
両
品
で
ど
ち
ら
が
肝
心
で
あ
る
か
と
い
う
問

い
に
対
し
て
願
行
が
「「
住
心
品
」
な
り
」
と
答
え
て
宥
祥
が
感
銘

し
た
こ
と
を
伝
え
る
。『
大
日
経
疏
伝
授
鈔
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
九

一
頁
。
こ
の
文
は
慧
曦
『
大
疏
伝
授
私
記
』（『
大
疏
秘
記
集
』）
一

九
七
頁
に
も
引
用
さ
れ
、
ゆ
え
に
初
心
者
に
は
ま
ず
「
住
心
品
」
を

講
じ
て
か
ら
後
に
「
具
縁
品
」
以
下
を
伝
授
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

（
57
）
那
須
政
隆
、
前
掲
書
、
一
―

二
頁

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『
大
日
経
』『
大
日
経
疏
』『
大
日
経
口
疏
』『
大
日
経
奥
疏
』
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伝
授


